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寺
社
と
地
域
住
民
が
盛
大
に
パ
レ
ー
ド

60
年
に
一
度
の
洪
鐘
弁
天
大
祭

　
鎌
倉
朝
日
の
編
集
の
仕
事

に
筆
者
が
時
々
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
も
う
5
年

に
な
る
。
年
末
恒
例
の
カ
レ

ン
ダ
ー
特
集
を
目
に
す
る
度

に
、「
光
陰
、
矢
の
如
し
」

を
実
感
し
て
愕
然
と
す
る
。

　
筆
者
は
全
国
紙
な
ど
で
新

聞
記
者
を
25
年
ほ
ど
務
め
た

後
、
独
立
し
た
。
こ
の
う
ち

約
20
年
は
本
社
勤
務
の
医
療

担
当
と
い
う
、
異
色
の
経
歴

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
神
戸

に
い
た
時
に
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
に
直
撃
さ
れ
た
り
、

警
察
担
当
キ
ャ
ッ
プ
の
年
に

神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件

（
酒
鬼
薔
薇
事
件
）
が
発
生

し
た
り
す
る
な
ど
大
変
な
目

に
遭
っ
た
の
だ
が
、
得
た
も

の
は
大
き
か
っ
た
。

　
そ
し
て
医
療
記
者
と
な

り
、
様
々
な
病
気
や
治
療
法

を
取
材
し
た
。
中
で
も
特
に

力
を
入
れ
た
の
が
、
精
神
疾

患
や
精
神
医
療
の
取
材
。
精

神
科
は
他
の
診
療
科
と
は
明

ら
か
に
異
な
り
、「
医
療
の

名
を
語
る
医
療
で
は
な
い
何

か
」
で
あ
る
。
怪
し
さ
や
危

う
さ
に
満
ち
て
い
て
、
問
題

だ
ら
け
で
あ
り
な
が
ら
も
、

実
に
人
間
く
さ
い
部
分
に
惹

か
れ
て
い
っ
た
。

　
厚
生
労
働
省
が
３
年
に
一

度
行
う
患
者
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
時
点
の
精

神
疾
患
の
推
計
患
者
数
は

大
韓
民
国
・
安
東
市
と
鎌
倉

　
　
　
　

友
好
促
進
協
定

県
建
築
士
会
湘
南
支
部
50
周
年

岩
崎
駿
介
さ
ん
が
講
演

両
市
長
と
行
政
職
員
、
友
好
交
流
会
メ
ン
バ
ー

書きそんじハガキで
アジア寺子屋支援
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雨天開催。※献品受付：衣類・
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６
１
４
万
８
千
人
（
外
来

５
８
６
万
1
千
人
、
入
院

28
万
８
千
人
）。
日
本
国
民

の
20
人
に
ひ
と
り
が
精
神
疾

患
で
治
療
中
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
年
の
患
者
調

査
か
ら
外
来
患
者
数
の
推

計
方
法
が
変
わ
り
、
過
去

の
数
字
と
の
単
純
比
較
は

し
に
く
い
も
の
の
、
18
年

前
の
２
０
０
２
年
は
推
計

２
５
８
万
４
千
人
だ
っ
た
の

で
、
患
者
数
が
異
様
な
伸
び

を
み
せ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ

た
の
か
。「
社
会
の
生
き
づ

ら
さ
が
増
し
て
い
る
」「
以

前
よ
り
も
精
神
科
に
行
き
や

す
く
な
っ
た
」「
精
神
科
医

が
患
者
を
治
し
て
い
な
い
」

「
精
神
疾
患
が
過
剰
に
診
断

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
様
々

な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
が
複
合
的
に
絡
み
合

い
、
異
常
事
態
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
の
だ
。

　
２
０
１
１
年
発
表
の
調
査

で
は
、
精
神
疾
患
の
た
め
に

生
じ
る
社
会
的
コ
ス
ト
は

11
兆3756

億
円
と
さ
れ
た
。

こ
の
当
時
の
推
計
患
者
数
は

３
２
０
万
人
で
あ
り
、
以
後

の
急
増
は
既
に
書
い
た
通
り

な
の
で
、
社
会
的
コ
ス
ト
は

更
に
増
大
し
て
い
る
に
違
い

な
い
。
故
に
精
神
医
療
の
質

の
向
上
は
急
務
な
の
だ
が
、

残
念
な
こ
と
に
医
療
技
術
向

上
の
兆
し
は
な
い
。

　
精
神
医
学
や
精
神
医
療
の

行
き
詰
ま
り
は
世
界
的
な
問

題
だ
。
動
物
や
細
胞
を
用
い

た
長
年
の
生
物
学
的
研
究
の

甲
斐
も
な
く
、
精
神
疾
患
の

多
く
は
今
も
原
因
不
明
で
、

有
効
な
検
査
法
す
ら
も
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。
ど
の
精
神

疾
患
な
の
か
を
判
断
す
る
診

断
基
準（
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

も
曖
昧
で
、
過
剰
診
断
や
誤

診
と
み
ら
れ
る
被
害
が
絶
え

な
い
。
頼
み
の
綱
で
あ
る
向

精
神
薬
も
ニ
セ
薬
と
の
効
果

の
差
が
出
に
く
く
、
副
作
用

の
方
が
大
き
い
こ
と
が
珍
し

く
な
い
。

　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
科
学
史

学
科
の
ア
ン
・
ハ
リ
ン
ト
ン

教
授
は
、著
書
『
マ
イ
ン
ド
・

フ
ィ
ク
サ
ー
』（
金
剛
出
版
）

の
中
で
、
こ
う
し
た
現
状
を

端
的
に
記
し
て
い
る
。

「
１
９
８
０
年
代
に
『
生
物

学
的
精
神
医
学
』
革
命
を
も

た
ら
そ
う
と
し
た
野
心
的
な

挑
戦
は
、
今
で
は
見
る
影
も

な
い
。
近
年
、
製
薬
企
業
の

多
く
は
儲
け
を
生
み
出
す
新

た
な
向
精
神
薬
が
生
ま
れ
る

見
込
み
は
小
さ
い
と
判
断

し
、
精
神
科
領
域
か
ら
逃
げ

出
し
て
お
り
、
生
物
学
的
精

神
医
学
の
権
威
を
頼
り
に
作

成
さ
れ
た
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
部
外
者
だ
け
で
な
く
、

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に
従

事
し
て
い
た
関
係
者
た
ち
か

ら
も
攻
撃
を
受
け
て
い
る
有

様
だ
」

　
要
す
る
に
、
科
学
的
根
拠

が
欠
け
た
曖
昧
な
診
断
に
基

づ
く
薬
物
偏
重
療
法
で
は
、

患
者
を
救
え
な
い
の
だ
。
で

は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

統
合
失
調
症
、
う
つ
病
、
不

安
症
な
ど
、
精
神
疾
患
に
は

多
く
の
病
名
が
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
過
大
な
ス
ト
レ
ス
や

ト
ラ
ウ
マ
が
発
症
に
関
係
し

て
い
る
。
そ
し
て
過
大
な
ス

ト
レ
ス
や
ト
ラ
ウ
マ
の
原
因

は
、
総
じ
て
人
間
関
係
や
生

活
環
境
で
あ
る
。
こ
の
部
分

に
手
を
付
け
ぬ
ま
ま
、
薬
だ

け
出
し
て
治
る
患
者
が
い
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自
己
回

復
力
の
高
さ
ゆ
え
で
あ
り
、

医
療
の
力
で
は
な
い
。

　
筆
者
は
２
０
２
４
年
１

月
、
講
談
社
現
代
新
書
か
ら

新
た
な
本
『
心
の
病
気
は
ど

う
治
す
？
』
を
出
版
す
る
。

日
本
を
代
表
す
る
精
神
科

オ
ー
ル
ス
タ
ー
チ
ー
ム
が
、

薬
物
療
法
以
外
の
回
復
法
を

詳
し
く
語
っ
て
い
る
の
で
ぜ

ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

　
だ
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
は
専
門
家
だ
け
の
役
割

で
は
な
い
。
人
間
関
係
や
生

活
環
境
の
改
善
は
、
一
般
市

民
の
力
に
か
か
っ
て
い
る
。

鎌
倉
に
は
人
と
人
と
が
支
え

合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
根
付

き
、
心
を
癒
す
豊
か
な
自
然

や
文
化
が
あ
る
。こ
の
地
で
、

市
民
ぐ
る
み
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
が
花
開
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　
円
覚
寺
の
洪お

お

鐘が
ね
（
国
宝
）

と
、
そ
の
御
神
体
で
あ
る
弁

財
天
を
祀
る
60
年
に
一
度
の

祭
礼
「
洪
鐘
弁
天
大
祭
」
が

10
月
29
日
に
行
わ
れ
た
。

　
円
覚
寺
、
江
島
神
社
と
山

内
の
人
々

が
中
心
に

な
っ
て
準

備
し
た
祭

礼
行
列
に

約
８
０
０

人
が
参
加

し
た
。

　
行
列
で

は
、
木
遣

り
、

約

１
２
０
年

ぶ
り
の
参

加
と
い
う

江
の
島
囃

子
、
威
勢

の
よ
い
神
輿
、
実
寸
大
の
洪

鐘
を
再
現
し
た
張
り
ぼ
て
、

愛
嬌
を
振
り
ま
く
面
掛
け
、

稚
児
行
列
、
様
々
な
衣
装
の

子
ど
も
た
ち
な
ど
が
次
々
に

通
り
過
ぎ
、
道
の
両
側
か
ら

大
勢
の
人
た
ち
が
見
物
し

た
。

　
実
行
委
の
関
本
利
男
会
長

は
「
こ
ん
な
に
多
く
の
人
が

来
て
く
れ
た
。
き
ょ
う
ま
で

楽
し
み
に
や
っ
て
き
た
。
や

り
き
っ
た
」
と
挨
拶
。

　
円
覚
寺
の
横
田
南
嶺
管
長

は
「
地
域
に
支
え
ら
れ
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
た
」
と

に
こ
や
か
に
話
し
、
江
島
神

社
の
相
原
圀
彦
宮
司
は
「
地

元
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
が

う
れ
し
い
限
り
。
60
年
後
に

思
い
起
こ
し
て
く
れ
れ
ば
あ

り
が
た
い
」
と
期
待
を
述
べ

た
。

　
鎌
倉
市
と
大
韓
民
国
安
東

市
は
10
月
27
日
、
安
東
市
に

お
い
て
「
友
好
交
流
促
進
協

定
」
を
締
結
し
た
。

　
両
市
は
、
市
民
団
体
相
互

の
教
育
・
文
化
を
中
心
と
し

た
交
流
を
契
機
に
２
０
１
３

年
７
月
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

テ
ィ
提
携
を
締
結
し
、
今
年

は
10
周
年
の
節
目
に
な
る
。

　
今
年
４
月
に
安
東
市
の

権ご
ん
ぎ
ち
ゃ
ん

奇
菖
市
長
が
鎌
倉
を
訪

れ
た
折
、
10
月

27
日
か
ら
29
日

に
安
東
市
で
開

催
す
る
「
21
世

紀
人
間
価
値

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

へ
鎌
倉
が
招
待

さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
時
期

に
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
に
決

ま
り
、
鎌
倉
市

か
ら
松
尾
崇
市

長
ら
行
政
職

員
４
人
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会

期
中
、
同
市
を
訪
れ
た
。

　
協
定
は
民
間
団
体
同
士
の

交
流
を
土
台
に
、
行
政
間
に

お
い
て
も
友
好
関
係
を
促
進

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

締
結
さ
れ
、
今
後
、
相
互
交

流
及
び
協
力
事
業
を
遂
行
す

る
た
め
に
情
報
を
提
供
し
、

積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
と

い
う
。

　
安
東
市
は
朝
鮮
半
島
の
南

東
部
に
位
置
し
、
人
口
は
鎌

倉
市
と
同
じ
約
17
万
人
、
世

界
遺
産
登
録
さ
れ
て
い
る
観

光
都
市
。
本
市
の
市
民
団
体

「
鎌
倉
安
東
友
好
交
流
会
」

と
安
東
の
「
安
東
鎌
倉
友
好

交
流
会
」
が
、
鎌
倉
の
面
掛

行
列
と
安
東
市
の
伝
統
仮
面

劇
の
相
互
交
流
、
両
市
の
子

ど
も
た
ち
の
写
真
展
、
相
互

訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い
て
、

　
神
奈
川
県
建
築
士
会
湘
南

支
部
（
小
檜
山
巌
支
部
長
）

創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
11

月
12
日
、
鎌
倉
商
工
会
議
所

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

　
同
湘
南
支
部
は
神
奈
川
県

建
築
士
会
の
９
つ
の
支
部
の

う
ち
の
１
つ
で
、
１
９
７
４

年
（
昭
和
49
）
に
設
立
さ
れ
、

鎌
倉
市
・
藤
沢
市
・
茅
ケ
崎

市
・
寒
川
町
に
在
住
ま
た
は

在
勤
す
る
建
築
士
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の

会
員
は
２
３
５
人
。

　
開
会
の
挨
拶
で
、
50
周
年

事
業
実
行
委
員
会
の
梅
澤
典

雄
さ
ん
が
鎌
倉
商
工
会
議
所

の
建
物
が
１
９
６
９
年
の
竣

工
で
、
優
れ
た
意
匠
を
も
つ

近
現
代
建
造
物
で
あ
る
と
紹

介
。
そ
の
あ
と
、
建
築
家
・

岩
崎
駿
介
さ
ん
が
『
人
新
世

の
「
建
築
」』
の
題
で
講
演

し
た
。

　
岩
崎
さ
ん
（
86
）
は
、
自

分
が
ガ
ー
ナ
で
教
鞭
を
と
っ

た
こ
と
、
横
浜
市
の
都
市
デ

ザ
イ
ン
に
関
与
し
た
こ
と
、

国
連
ス
ラ
ム
課
長
や
、
日
本

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
代
表
と
し
て
、難
民
・

飢
餓
・
紛
争
・
環
境
問
題
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど

の
経
歴
を
話
し
た
。
64
歳
の

時
、「
な
ぜ
、
世
界
は
う
ま

く
い
か
な
い
か
」
と
疑
問
を

抱
え
て
、
茨
城
県
石
岡
市
に

「
落
日
荘
」
と
名
付
け
て
セ

ル
フ
ビ
ル
ド
で
造
作
し
て
い

る
自
宅
の
建
設
を
13
年
以
上

続
け
て
い
る
と
、紹
介
し
た
。

　
そ
し
て
、
日
本
や
世
界
の

の
現
状
を
危
惧
し
、
我
々
は

地
球
環
境
と
開
発
途
上
国
の

人
々
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う

に
、〝Globalize your 

heart,Localize your 
body(

心
を
地
球
化
し
、
身

体
を
地
域
化
し
よ
う
）〞
と

呼
び
か
け
た
。

　

鎌
倉
発
の
先
駆
的
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

佐
藤
光
展

今
年
７
月
に
数
年
ぶ
り
に
安

東
か
ら
同
交
流
会
を
迎
え
、
鎌
倉
市
の
交
流
会
と
市
の
歓

迎
交
流
会
が
開
か
れ
た
。


